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　平成11年５月町議会議員に就任し、以来３期連続12年
間の長きにわたり、議会活動に参画されました。
　この間、中心市街地活性化事業調査特別委員会委員長、
羽幌町外２町村衛生施設組合議会議員、北留萌消防組合
議会議員、総務産業常任委員会委員長等の要職を歴任さ
れ、議会議員活動を通じ、羽幌町の振興発展に大きく貢
献されました。　
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　平成５年７月に地域の厚い信頼を得て農業委員に就任
し、以来18年の長きにわたり、農地行政の適正な執行と
農業委員会の円滑な運営に努められました。
　また、平成17年からは会長職務代理者として会長を補
佐し、新任委員の指導にも積極的に取り組まれました。
特に離農跡地をはじめとした農地のあっせんを積極的に
推進したほか、農村の後継者対策にも取り組むなど、地
域農業の振興に多大な貢献をされました。

����������

���� ������

   昭和53年の農協理事就任から通算30年にわたり農協役
員として農協の発展に寄与し、平成10年からは代表理事
組合長を務め、平成15年のオロロン農協設立においては
優れた指導力を発揮し合併協議をまとめ、合併後も平成
22年まで代表理事組合長として活躍されました。特に、
平成19年のライスターミナル建設や平成20年の小麦乾燥
調整施設等の農業関連施設の整備に尽力されました。
　また、平成２年から農業委員会委員を21年間務められ、
平成10年からは会長職務代理者、更に平成11年からは会
長として農業委員会の円滑な運営に努められました。
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　平成７年５月町議会議員に就任し、以来３期連続12年間の長
きにわたり、議会活動に参画され、総務常任委員会副委員長、行
政改革調査特別委員会委員長等の要職を歴任、さらに平成15年
から議会副議長として、議会運営に大きく貢献されました。
   また、昭和57年から保護司として罪を犯した人や非行をした
少年の更生を支えるとともにボランティア活動に励み、平成６
年から平成22年までは羽幌地区保護司会会長として明るい社会
づくりに貢献されています。
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　昭和40年道立羽幌病院の外科診療従事を機に、本町に
おける透析療法の必要性を訴え続け、道立羽幌病院の透析
療法の礎をつくり育て、平成２年12月開始の透析診療の体
制づくりに尽力。同病院の透析診療の委嘱医として現在ま
で２０年以上にわたり、長距離をいとわず指導を継続、透析療
法水準の維持向上や、地域に多大な貢献を果たしています。
　また、道北ドクターヘリ運航調整研究会会長や道北ド
クターヘリ運航調整委員会委員長を務め、道北地区への
ドクターヘリ導入にも尽力、運航開始による圏域の救急
医療の充実促進、事業の円滑な運営に努力されています。
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　昭和55年12月より、本町で歯科医師として医院を開業、
以来30年有余の長きにわたり地域の保健医療に献身的な
努力を続けられました。人格高潔で地域住民の信望も厚
く、歯の治療はもとより、学校医としても児童生徒の健
康の保持増進、公衆衛生の向上に大きく寄与されていま
す。
　一方、医療従事の傍ら、介護保険事業計画審議会、地
域包括支援センター運営協議会において、平成23年１月
まで会長を務められたほか、平成13年６月から羽幌町国
民健康保険運営審議会委員を、更には、本町の医師、歯科
医師、薬剤師等で構成する三師会の会長を務められ、本町
の福祉行政の推進に多大な貢献をされました。
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　昭和４０年５月に羽幌町消防本部消防士を拝命。平成１４
年消防長に就任し、北留萌消防組合のリーダーとして職
団員の資質向上と職員相互の親睦と融和を図ると共に、
あらゆる消防施設の整備に努められました。
　また、災害に際し的確な指導により未然防止と拡大防
止に尽力し地域防災体制の確立に寄与されています。特
に、昭和４８年に６町村で構成の同組合設立等に携わり、
平成17年までの４０年にわたり消防行政の確立に大きく貢
献されました。
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　平成22年度の各会計決算が監査委員

の審査を経て各会計決算特別委員会で

審議を終了、町議会9月定例会で認定さ

れました。

　一般会計の歳入総額は60億7,706万

円、歳出総額は58億3,724万円で、差し

引き2億3,982万円の黒字決算となって

います。
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　歳入のうち国から交付される「地方

交付税」が半分以上を占めています。

　国の財政も大変厳しい状況となって

いることから、この交付税が今後どの

ようになっていくのか気をつけなけれ

ばなりません。

　歳出においても厳しい財政状況にあ

るため、これからも行財政改革を進め

効率的で持続可能な財政にしていくこ

とが必要となっています。
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※決算額は消費税差し引き後の額です。

収益的収支決算　利益　���������
資本的収支額　収入不足額　���������
資本的収支の不足額については、留保資金で補填しています。



��������	
�����
�������

����������������	
�����

��������������	
��������������

������������	��������

��������������	
���������

��������������	
������

��������������������

��������������	
����������	

������������	
����

����������������������

��������������	��������	�

�������������������

������������	
�����

������������������

���������������������	
�����

�������������������	
��������

�����������������������	���������

 　

平
成　

年
度
に
実
施
し
た
主
な

22

事
業
は
上
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
大
き
な
事
業
を

実
施
す
る
場
合
は
、借
金
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
借
入
額
は
棒
グ
ラ
フ
、

償
還
額
は
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
と
お
り

で
す
が
、平
成　

年
度
の
借
入
は
港

22

湾
整
備
や
農
業
施
設
整
備
、消
防
施

設
整
備
等
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。償
還
額
は
、減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、今
後
に
お
い
て
大
き
な
事

業
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、借
金
が
増

え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、総
合
振
興
計

画
や
自
立
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
計
画
的

な
事
業
を
実
施
し
、さ
ら
に
健
全
な

財
政
運
営
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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17年度～22年度は実績。23年度以降は22年度末残高に対する償還額。
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※人口・世帯数は平成23年3月末日現在
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健全化判断比率とは、一般会計と特別会計などの財政状況に基づき、４つの項目

について指標化し、判断するものです。

健全化判断比率のうち、１つでも早期健全化基準以上である場合は財政健全化計

画を、財政再生基準以上である場合は財政再生計画を定める必要があります。

平成22年度決算に基づく羽幌町の健全化判断比率は、�������	
��

�������。
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水道事業や下水道事業など公営企業会計の資金不足を料金収入などの事業規模

と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示すものです。20%以上で経営健全化

団体となり、公営企業の経営の健全化を図る計画を策定しなければなりません。

羽幌町の公営企業会計は、いずれも資金不足を生じていないため�������
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財政再生基準早期健全化基準
羽幌町の指標

健全化判断比率
平成21年度������

20.0％15.0％－�実質赤字比率

40.0％20.0％－�連結実質赤字比率

35.0％25.0％15.5％�����実質公債費比率

350.0％42.5％�����将来負担比率
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経営健全化基準
羽幌町の指標

公営企業
平成21年度������

20.0％－�水道事業会計

20.0％－�下水道事業特別会計

20.0％－�簡易水道事業特別会計
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　決算報告に続いて、今年度

上半期（平成23年4月1日～平

成23年9月30日）の財政状況を

お知らせします。

　これは条例に基づいて毎年

2回定期的に予算の執行状況

をお知らせするもので、町の

財政を知っていただき、町の

施策へのご理解とご協力をお

願いするものです。

　平成23年度の一般会計当初

予算は、55億7,000万円（対前

年度比：6,000万円、約1.1％の

減）でスタートしましたが、4

回の補正と平成22年度に国の

景気対策等として予算措置さ

れ、今年度へ繰り越しされた

「繰越明許費」を併せた9月末

現在の予算は、57億7，311万9

千円となっています。

　前年度同時期の60億8,640

万8千円と比較しますと、3億

1,328万9千円、約5.1％の減と

なっております。
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��清水 雅代(保健師)
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血
圧
も
こ
れ
と
同
じ
で
、
心
臓

が
送
り
出
す
血
液
の
量（
心
拍
出

量
）と
、
そ
れ
を
流
す
血
管
の
通

り
づ
ら
さ（
血
管
の
抵
抗
）が
関
係

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
増
す
と
血

圧
が
上
が
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
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高
血
圧
は
大
き
く
分
け
て
次
の

２
つ
が
あ
り
ま
す
。
腎
臓
病
や
ホ

ル
モ
ン
異
常
な
ど
の
病
気
で
起
こ

る「
二
次
性
高
血
圧
」と
原
因
が
特

定
で
き
な
い「
本
態
性
高
血
圧
」。

日
本
人
の
場
合
、
９
割
以
上
が
本

態
性
高
血
圧
と
い
わ
れ
て
お
り
、

分
間
に　

〜　

回
ぐ
ら
い
の
ペ
ー

６０

７０

ス
で
血
液
を
全
身
に
送
り
出
し
て

い
ま
す
。
心
臓
が
収
縮
し
て
血
液

を
押
し
出
し
た
瞬
間
が
血
管
に
い

ち
ば
ん
強
く
圧
力
が
か
か
り
、
こ

れ
が
最
高
血
圧（
上
の
血
圧
）。
そ

し
て
、
収
縮
し
た
あ
と
に
心
臓
が

ひ
ろ
が
る（
拡
張
す
る
）と
き
に
圧

力
が
い
ち
ば
ん
低
く
な
り
、
こ
れ

を
最
低
血
圧（
下
の
血
圧
）と
い
い

ま
す
。
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血
管
を
水
道
な
ど
に
つ
な
ぐ

ホ
ー
ス
に
た
と
え
て
み
ま
す
。

　

流
す
水
の
量
を
多
く
す
る
と

ホ
ー
ス
が
張
り
、
ホ
ー
ス
に
高
い

水
圧
が
か
か
っ
て
い
る
状
態
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
水
の
量
が
少
な

く
て
も
、
途
中
で
ホ
ー
ス
を
押
さ

え
つ
け
て
通
り
に
く
く
す
れ
ば
、

そ
の
部
分
か
ら
後
ろ
側
は
や
は
り

張
り
つ
め
た
状
態
に
な
り
ま
す
。

生
労
働
省
の
平
成　

年
国

20

民
健
康
栄
養
調
査
に
よ
る

と
、　

歳
以
上
の
日
本
人
で
男
性

20

の　

・
1
％
、
女
性
の　

・
4
％
が

56

42

高
血
圧
症
有
病
者（
最
高
血
圧
１
４

０
／
最
低
血
圧　

m
m
H
g
以
上
、

90

あ
る
い
は
高
血
圧
の
薬
を
内
服
中
）

で
あ
り
、
高
血
圧
者
の
総
数
は
男

女
合
わ
せ
て
4
0
0
0
万
人
以
上

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
号
で
も
お
伝
え
し
た
よ
う

に
、
羽
幌
町
で
は
健
診
を
受
け
た

方
の
約
8
割
が
正
常
血
圧
値
を
超

え
て
お
り
、
高
血
圧
が
が
ん
と
並

ぶ
健
康
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
月
か
ら
は
シ
リ
ー

ズ
で「
高
血
圧
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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血
圧
と
は
、
血
液
が
血
管
の
中

を
通
る
と
き
の
血
管
に
か
か
る「
圧

力
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

心
臓
は
、
ポ
ン
プ
の
よ
う
に
1

�

遺
伝
的
な
体
質
や
日
々
の
生
活

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

高
血
圧
の
症
状
は
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
、
自
然
と
放
置
さ
れ

が
ち
で
す
。
し
か
し
、
高
血
圧

の
状
態
が
長
く
続
く
と
、
動
脈

硬
化
を
進
行
さ
せ
、
心
臓
病
や

脳
卒
中
な
ど
命
に
か
か
わ
る
大

き
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因

に
な
り
ま
す
。

　

血
圧
が
少
し
で
も
高
い
場
合

は
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
と
て

も
大
切
に
な
り
ま
す
。
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�　10日に放送されたテレビドラマ

「 幸福 の黄色いハンカチ」の焼尻島のロ
しあわせ

ケ地を町の新たな観光名所にしようと、

現場近くに黄色いハンカチのレプリカ

を掲げ、ドラマのクライマックスシー

ンを再現しました。今年の展示は終了

しましたが、来年は観光シーズンにあ

わせて再現する予定です。(�����)

�　平成11年より教育委員、平成14年か

らは教育委員長として町教育行政の発

展に尽くした功績が認められ、松村益

司さんが文部科学大臣表彰を受賞。役

場で伝達式が行われました。(�����)

�　羽幌小学校で学芸会が行われました。

6年生の劇は、広島の原爆を題材にした

「はだしのゲン」。観客を引き込むほど

の熱演に会場から感動の拍手がおくら

れました。(�����)

�　平成21年度から行われていた改築工

事が終了し、特別養護老人ホーム「しあ

わせ荘」でオープンセレモニーが行われ

ました。舟橋町長をはじめ関係者が参

加し、テープカットや施設見学で完成

を祝いました。(�����)

�　北海道銀行羽幌支店とNPO法人羽幌

町体育協会の共催で「フットサル教室」

が開かれました。参加した子どもたち

は、エスポラーダ北海道の選手からパ

スやドリブルなどの基本をしっかりと

学びました。(�����)

�　天売ちびっこランドと天売小中学校

の合同文化祭が行われました。スクー

ルバンドが「A列車で行こう」などを演

奏し、会場を盛り上げました。(����)
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	教育委員

　　佐藤 善昭さん

　
　

月　

日
に
行
わ
れ
た
第
8
回
教

10

28

育
委
員
会
で
新
し
い
教
育
委
員
長
に

大
橋
鉄
夫
さ
ん
、
委
員
長
職
務
代
理

者
に
松
田
肇
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
い
ず
れ
も
来
年　

月　
10

27

日
ま
で
の
1
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

大
橋
さ
ん
は
、
平
成　

年　

月
に

18

10

羽
幌
町
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
、

平
成　

年　

月
か
ら
は
委
員
長
職
務

21

10

代
理
者
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
任
に
よ
り
、
平
成　

年
14

か
ら
9
年
間
、
教
育
委
員
長
を
務
め

ら
れ
た
松
村
益
司
さ
ん
の
後
任
と
し

て
、
町
教
育
行
政
の
舵
取
り
役
を

担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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ま
た
、
こ
の
た
び
勇
退
さ
れ
た
松

村
益
司
委
員
に
代
わ
り
、
議
会
の
同

意
を
得
て
佐
藤
善
昭
さ
ん
を
新
た
に

教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
。　

月　
10

25

日
に
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
舟
橋

町
長
よ
り
辞
令
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成　

年　

月　

日
ま

27

１０

24

で
の
４
年
間
で
す
。

教育委員長
　　大橋 鉄夫さん
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軽
い
症
状
に
も
関
わ
ら
ず
休
日
や
夜

間
に
病
院
の
救
急
外
来
を
訪
れ
る
、
い
わ

ゆ
る「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」が
増
え
て
い
ま
す
。

　

救
急
外
来
は
本
来
、
緊
急
性
の
高
い
重

症
の
患
者
さ
ん
に
対
応
す
る
も
の
で
す

が
、「
平
日
は
仕
事
が
あ
っ
て
行
け
な
い
」

「
待
ち
時
間
が
少
な
そ
う
」
と
い
っ
た
個

人
的
な
理
由
で
休
日
な
ど
に
受
診
す
る

人
が
増
え
て
お
り
、
深
刻
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
軽
症
の
方
が
タ

ク
シ
ー
代
わ
り
で
救
急
車
を
利
用
す
る

ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。　

　　�
�
�
�
�
�
�
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こ
う
し
た
傾
向
が
続
く
と
医
師
や
看

護
師
の
負
担
が
重
く
な
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
身
近
な
救
急
医
療
体
制
が
維
持
で
き

な
く
な
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
を
守
る
た
め
、
休
日
や
夜
間

に
受
診
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
平
日
の

時
間
内
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
考
え
ま
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と
り
が
受

診
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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���������すこやか健康センター内 福祉課保健係 � 62-6020
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絵本の読み聞かせをしています。
紙芝居や楽しい遊びもありますよ。気軽にご参加ください。
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����
重松 清　著

��
柴田 トヨ　著

�������	
������
蛇蔵＆海野 凪子　著

�������	
�������
�����������宮田 重樹　著

�������	
����
久保田 カヨ子　著

�������	
����
西村 淳　著

�����������������
樫木 裕実　著

�������	
���
たかどの ほうこ　作

�������	
���
デレック・ジュベール　著

��������	
����
地震イツモプロジェクト 編　

���������	
��
とよた かずひこ　作

�����
中村 美佐子　作

��������	
��
アン・グットマン　作

������������
エマヌエラ・ブッソラーティ　作

����

����

　できるところだけを子どもにさ
せる、4歳からの料理本。子どもに
できること、大人でないとできな
いことを区別して、かわいくてお
いしい料理を作っていきます。

  2011年6月、小笠原は世界自然遺
産に登録されました。「東洋のガラ
パゴス」とも呼ばれる小笠原のイル
カやクジラ、海鳥が集う美しき楽
園をまるごと楽しめる写真集です。

�������������� ���������������	����

�������	

三好 和義　著

�������	


渡辺 ゆき　著

����������	
���������

��  りょうりをしてはいけないなべ   (シゲタサヤカ)
��  タピーロとタピーラ  (朝倉勇) 
　　コんガらガっち おそるおそるすすめ！の本  (ユーフラテス)
　　 ピンクのれいぞうこ (ティム・イーガン)
��  ミッケ！ 8  (ウォルター・ウィック)  / じごくのラーメンや (苅田澄子)
       おうちピクニック (きむらゆういち)  / トミカをさがせ！ (講談社)     

����
��

���
�

�����������������	
�����������	
��

��������
� 0164-�������
� s-kouhou@town.haboro.lg.jp

ア
ニ
メ 
ワ
ン
ピ
ー
ス
が
大
好
き
。
毎

日
海
賊
に
な
り
き
っ
て
遊
ん
で
ま
す
。

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
大
好
き�
今
は

佑
ち
ゃ
ん
に
夢
中
で
す
！（
笑
）

�������くん (3才5カ月） 
ゆうと

父　茂さん　 母　真紀さん 

�������ちゃん (2才11カ月） 
みその

父　公也さん
母　千歩さん 

������������

�������くん (2才4カ月） 
はると
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　毎年冬になると、屋根に積もった雪や氷、つららが
落ちて歩行者がけがをしたり、死亡する事故が起きて
います。建物の管理者が損害賠償の責任を問われた例
もあります。冬期間の円滑な通行と事故予防のため早
めの準備をし、降雪後も次のことに注意しましょう。

�屋根の雪や氷などが道路に落ちるような建物には、
　丈夫な滑り止めをつけましょう。落雪時は直ちに事
　故がないか確かめ、すみやかに処理しましょう。
�気温が急に上昇し、特に－3度～＋3度位になったと
　きが一番落ちやすい状態となっています。早めに雪
　や氷を屋根からおろすようにし、作業時は必ず命綱
　をつけましょう。
�歩行する場合、軒下の通行はできるだけ避け、小さ
　いお子さんを歩道で遊ばせないようにしましょう。

������

　建設水道課管理係 � 68-7005(課直通)

【�������������	
����】
 ※11月27日は日曜日のため ��������に開設します
���������	
�������������
���������	
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　羽幌警察署並びに消防署から10月における各件数な
どのお知らせです。

����
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　　　5件)(　　　1件発 生 件 数

　　　1人)(　　　0人死 者

　　　4人)(　　　1人負 傷 者

������

�������	
�����������

　　308件)(　　　29件救 急 出 動

　　311人)(　　　29人搬 送 人 員

　　　3件)(　　1件火 災 件 数

14,628千円)(　4,536千円損 害 額

　　　0人)(　　　0人死 者

　　　1人)(　　　0人負 傷 者

�����「�������	
�」���
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　税金や各種使用料は、町民のみなさんの福祉や教育
など、町民生活に必要なさまざまな活動に使われる貴
重な財源です。
　町では11月より「滞納整理特別対策本部」を設置し、
催告書の発送や自宅・勤務先への訪問を行い、納付に応
じない方については給与、預貯金等、動産の差押も視
野に入れ、収納の向上を図っています。
　納期ごとに納めることが難しい場合は、お早めに財
務課税務係へご相談ください。

��　道町民税、国民健康保険税、固定資産税 など
���  介護保険料、常設保育料、公営住宅使用料 など

�������	


　財務課税務係 � 68-7002(課直通）

　児童虐待の防止等に関する法律では、「何人も児童に
対し、虐待をしてはならない（児童虐待の禁止）」と規
定されています。また、虐待を受けたと思われる子ど
もを発見した場合、児童相談所などの関係機関に通告
（連絡）することが義務付けられています。
　プライバシーは法律で保護されてい
ます。虐待の疑いに気づいたときは、
お早めに連絡をお願いします。

・近所から叩く音や叫び声が聞こえる
・不自然な傷が多い子どもがいる
・衣服や体がいつも極端に汚れている子どもがいる
・小さな子どもをおいて頻繁に外出している

�������	
��旭川児童相談所 � 0166-23-8195

��������	
��	�

・お産や子育て、出産後の生活が心配
・親になるのが不安、子どもを育てられない
・自分（相手）が妊娠を望んでいな
　かったので悩んでいる
・経済的に困っている など

　予定外の妊娠をした女性は、周囲に相談できず悩ん
でいることが多くみられます。保健所に相談するなど、
ひとりで悩まないで解決策を探しましょう。
　相談の秘密は守られます。匿名での相談も可能です。

�������	
�女性の健康サポートセンター
　 � 0164-42-8327（留萌保健所子ども・保健推進課）

��������	

　近年、親と一緒に暮らしていけない、育てられない
という子どもが増えています。そのような子どもを自
分の家庭に迎え入れ、愛情をこめて養育することを目
的としているのが「里親」という制度です。
　里親は、子どもが好きで健康な明るい家庭であれば
どなたでも申し込むことができます。短期間から十数
年間までと養育期間はさまざまですが、お子さんを養
育するうえでの養育費として「里親手当、生活費、学
校教育費、医療費」が支給されます。

�����「�������	
�」��

�������	
　北海道保健福祉部子ども未来
　推進自立支援グループ � 011-204-5237
　旭川児童相談所 � 0166-23-8195

��������	
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　建設水道課管理係 � 68-7005(課直通)

　路面陥没のため通行止めとしていた次の路線は、復
旧作業が完了したので通行規制を解除しました。

���　町道「栄町イコマナイ線」の一部
������　羽幌町栄町 約150ｍ
�����　10月14日

������

�産業課林務畜産係 � 68-7008(課直通)

　今年は道内の市街地でヒグマの姿が相次いで目撃さ
れています。今秋の実なりも全道的に不作傾向で、エ
サ不足によりヒグマの行動範囲が広がっていることが
予測され、今後も引き続き厳重な警戒が必要です。
　ヒグマによる不幸な事故を未然に防
ぐため､次のことに注意しましょう。
特にヒグマと遭遇しないようにするこ
とが大切です。

�������	
���

・ヒグマの出没が予想される野山には出かけないよう
　にし、行く場合は集団での行動を心がける。
・鈴、ラジオ、大声で話すなど音を出す工夫をする。
・残飯、生ごみ、空き缶はヒグマを呼び寄せるので持
　ち帰る。
・自宅のコンポスト（たい肥）や漬け物は、撤去や管理
　を徹底する。

�������	


・あわてず、落ち着いて状況判断する。
・ヒグマが気づいていないようであれば、静かに立ち
　去る。追いかけてくると危険なので走って逃げない。

※野生のヒグマとの遭遇にはさまざまなケースがあり、
これで絶対安全という対処方法はありません。野山に
出かける際は細心の注意をお願いします。
　なお､万が一ヒグマに遭遇したり､足跡や糞などを見
つけた場合は、すみやかに情報をお寄せください。

�������	
�����



　「国の教育ローン」は、高校、短大、大学などの入学
時または在学中にかかる費用を対象とした公的な融資
制度です。ぜひ、ご活用ください。

������　対象となる学校に入学・在学する方の
　保護者。ただし扶養している子どもの人数に応じて
　給与所得（事業所得額）の制限額が異なります。
����　学生または生徒１人につき、300万円以内
����　15年以内
��　年2.85％（固定金利、平成23年１0月1日現在）
����　入学金、授業料、アパートの家賃 など

※東日本大震災で被害を受けたみなさんを対象とした
「災害特例措置」も実施しています。申込に関するご相
談など詳しくは、教育ローンコールセンター � 0570-
008656（ナビダイヤル）までお問い合わせください。

������

　日本政策金融公庫旭川支店 � 0166-23-5241

�「�������」�������	
�

　今年で14回を数えるパワデールフェスティバルを次
のとおり開催します。
　玉入れといえば運動会の定番ですが、実は奥が深い
競技で、子どもだけでなく老若男女みなさんで楽しめ
ます。多数のご参加をお待ちしています。

��　12月4日(日)　
��　総合体育館パワデール
��　3歳以上の町民
����　11月28日(月)まで

��������	
���「�����」�

�������	
　総合体育館パワデール内
　NPO法人 羽幌町体育協会 � 62-6030

　平成24年の新成人をお祝いします。
　町外からの出席も可能ですのでお申込みください。

��　平成24年1月8日(日)　午後1:00から
��　中央公民館
��　平成3年4月2日～平成4年4月1日生まれの方
����

【羽幌町に住民登録のある方】　申込みはいりません。
【羽幌町に住民登録のない方】　12月9日までに電話で
申込みください。なお、期限以降の申込みの方は、式典
には出席できますが、成人者名簿には記載されません。

����������中央公民館内
　社会教育課社会教育係 � 62-5880

��������	�
�����

�������	
　すこやか健康センター内
　 福祉課保健係 � 62-6020

�������	


�����������	
���

　食育とはさまざまな経験から「食」に関する知識と
選択する力を習得し、豊かで健全な食生活を実践する
ことができる人を育てること。親子で体験しましょう。

��　12月18日(日)　午前10:00～午後1:00
��　すこやか健康センター
��　食育の話、調理・試食(トマトライス、チキンのク
　　　リスマス焼き、カボチャのスープ、クレープ)

��　小学生とその保護者（親・祖父母など）
���　ひとり300円
��　羽幌町食生活改善協議会
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　羽幌町職員を募集しますので、希望される方はご応募ください。職種ごとの募集内容は次のとおりですが、詳しく
はお問い合わせください。

�������

����　１名
����　羽幌町役場（南町1番地の1）
�����町有施設の設計及び施工管理業務など
�����

・一級建築士の資格を有する者
・町内に居住可能な者
・普通自動車運転免許を有する者
���　平成24年4月1日
����

・給与　職員の給与に関する条例等による
・勤務時間　午前8:45～午後5:30（土・日・祝日除く）
����

①受験申込書 ※縦4cm横3cmの写真を貼付
②身上申告書
③有している免許証・資格証の写し
　受験申込書・身上申告書は総務課職員係にご請求く
ださい(町ホームページからも取得可）
����　書類選考、面接(書類選考合格者のみ）
����　平成23年12月20日(火) 午後5:00必着
※郵送は同日消印有効
����　後日申込者に通知します

�������	
�〒078-4198 羽幌町南町1番地の1
　総務課職員係 � 62-1211

��������	��
�����

����　１名
����　羽幌町すこやか健康センター（南6条3丁目）
�����乳幼児及び学齢児の発達支援、高齢者・障が
　　　　　い者への相談支援 など
�����

・臨床心理士または臨床発達心理士の資格を有する者 
　（資格取得見込みの者含む）
・年齢35歳以下（平成24年3月31日現在）で町内に居住
　し、通勤可能な者
・普通自動車運転免許を有する者
���　平成24年4月1日
����

・給与　職員の給与に関する条例等による
・勤務時間　午前8:45～午後5:30（土・日・祝日除く）
・その他　必要に応じて研修の受講機会を付与
����

①市販の履歴書 ※縦4cm横3cmの写真を貼付
②臨床心理士または臨床発達心理士資格証の写し
　（取得見込みの者は、取得見込みを証明するもの）
③普通自動車運転免許証の写し
����　書類選考、面接(書類選考合格者のみ）
����　平成24年1月31日(火) 午後5:00必着
※郵送は同日消印有効
����　後日申込者に通知します

�������	
�〒078-4106 羽幌町南6条3丁目
　すこやか健康センター内 福祉課保健係 � 62-6020



�������	


　財務課税務係 � 68-7002(課直通)

�������	
��

　財務課では次のとおり臨時職員を募集します。希望
される方はご応募ください。

����　2名
�����確定申告期間の個人住民税申告事務補助
　　　　　(主にコンピュータによる事務)
�����・高等学校卒業の資格を有する者
　　　　　・羽幌町に住所を有し、通勤可能な者
����　月曜日～金曜日・週38時間45分
����　・平成24年1月6日～3月31日(3カ月） 1名
　　　　　・平成24年2月1日～3月31日(2カ月） 1名
��　日額 5,700円
����・3カ月雇用は社会保険、厚生年金、雇用保険、
　　　　　非常勤公務災害補償に加入
　　　　・2カ月雇用は雇用保険、非常勤公務災害補償
　　　　　に加入
����　市販の履歴書(顔写真貼付)に必要事項を記
　　　　　入のうえ、平成23年12月5日(必着)までに応
　　　　　募する。
����　書類選考、面接(書類選考合格者のみ）
����　後日申込者に通知します

�������	
��

　人権擁護委員による「人権相談所」を開設します。相
談内容の秘密は固く守られますので安心してご相談く
ださい。

��　12月1日(木)　午後1:00～午後3:00
��　中央公民館 第3研修室
��　無料
������

�家庭内の問題
・借地借家の問題
・土地や建物の名義変更手続き 

������

　町民課総合受付係 � 68-7003(課直通)

����

　年金に関する相談を受け付けています。
　希望される方は、相談日の一週間前までにご予約く
ださい。（定員になり次第、締め切る場合があります）

���12月8日(木)　午前10:00～午後4:00
��　役場4階 大会議室
�������	
　
　日本年金機構留萌年金事務所 � 0164-43-7211

����

　行政に関することでわからないことがあれば、お気
軽にご相談ください。相談内容の秘密は厳守されます。

��　12月14日(水) 　午前9:00～正午
��　役場1階 相談室
�������町民課総合受付係 � 68-7003(課直通)

������

　住民のみなさんの心配ごとへの対応として、心配ご
と相談所を毎月1回開催しています。

��　12月21日(水) 　午後1:30～午後4:00
��　勤労青少年ホーム

������　羽幌町社会福祉協議会 � 69-2311

����

　軽い運動や血圧測定などを行いますので、動きやす
い服装でお越しください。

��　12月20日(火)
��　川北老人福祉センター (午前10:00～午前11:30)
　　　すこやか健康センター (午後1:00～午後3:00)

������　すこやか健康センター内
　 福祉課保健係 � 62-6020

�������	


　道立羽幌病院については土・日曜日及び祝日を含め、
救急診療を行っています。

������　加藤病院
　　　　　(南6条5丁目)
　　　　   � 62-1005

�������	
��

���������������北海道立羽幌病院 � 0164-62-6060　 http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/hbb/

������

・�������	
�������祝日のため休診です。　　・��������12月29日(木）から1月3日(火）まで休診です。
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����������������������	�����������������

����������������
�����

���
��������������������

������������������������������������

������������������������������	
�������������������

���������������������������������������������

������������������	
����������������

�������		
������������������

�����������������������������

������������������	
������
���������������������
�������	
����
���

������

�����������

������������

�������	
��

��������	
�

�������	
�������������	�
��������	
���
�������	
���������������

���

�����������������������������������������

�������	
������������������������

������������������������������

�������������������������������

�������������������������������������������

�����������������������������������������

��������	
�����������	
������

��������	
�����【 �������	
������】

�������	
������

�������������

健康センター午前9：30～あいあいサ～クル  7日(水)

健康センター午前9：30～苺くらぶ  8日(木)

健康センター午前9：30～小苺くらぶ12日(月)

健康センター午後1：00～乳児健診14日(水)

健康センター午前9：30～苺くらぶ19日(月)

健康センター午前9：30～あいあいサ～クル21日(水)

健康センター午後0：30～1歳6カ月児健診21日(水)

健康センター午前9：30～小苺くらぶ22日(木)

������　すこやか健康センター内
　 福祉課保健係 � 62-6020

　町内の保健事業や子育て教室などの日程です。この
ほか、毎週火・金曜日の9時30分より、0歳から6歳まで
の幼稚園・保育園に未入園のお子さんとその保護者を
対象に「うさこちゃん あそびの広場」を開催していま
す。会場はすこやか健康センターです。

　移動献血車が巡回します。場所と時間は次のとおり
ですので、みなさんのご協力をお
願いします。

�������	
����

������

　福祉課社会福祉係 � 68-7004(課直通)

��������	


�旧NTT羽幌営業所前　　　午前9:00～午前10:20

�留萌信用金庫羽幌支店前　午前10:40～正午

�川北老人福祉センター前　午後1:15～午後2:30

�羽幌町役場前　　　　　　午後2:50～午後4:30

��������	


�北海道銀行羽幌支店前　　午前9:00～午前10:20

�北るもい漁業協同組合前　午前10:40～正午

�すこやか健康センター前　午後1:15～午後2:30

�道立羽幌病院駐車場　　　午後2:50～午後4:30
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港町62歳��������

南５の５1歳���������

北町75歳���������

北町95歳��������

栄町93歳��������

栄町93歳��������

栄町86歳��������

焼尻86歳�������

焼尻88歳���������

����

幸町����������������

�����

南２の１(智哉・麻依子)�����������
あんじゅ

南３の３(就一・香)����������

南３の４(大介・由記)�����������
そら

南５の５(裕治・雅美)�����������
せな

北５の１(充人・恵)���������
よしみ

栄町(雄二・沙耶佳)������������
りいあ

栄町(卓・美穂)������������
りりか

���� ��

��������さん  (70才・ 南4の3)

　
「
羊
毛
の
ぬ
く
も
り
は
癒
し
な

ん
で
す
ね
。一
日
一
回
は
羊
毛
に

触
れ
て
い
な
い
と
気
が
す
ま
な
い

ん
で
す
」そ
う
語
る
の
は
、緬
羊
工

房
代
表
の
本
間
さ
ん
。羽
幌
町
文

化
協
会
の
副
会
長
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
公
民
館
で
編
み
物
を
教
え
て

た
の
。
手
編
み
サ
ー
ク
ル
が
で
き

て
ね
、
緬
羊
工
房
に
発
展
し
た
ん

で
す
」と
言
い
、メ
ン
バ
ー
は
現
在

７
名
。
毎
年
、
町
民
芸
術
祭
に
は

手
作
り
セ
ー
タ
ー
な
ど
羊
毛
作
品

を
多
数
展
示
し
て
評
判
で
す
。

　

今
年
か
ら
焼
尻
め
ん
羊
牧
場
で

新
た
に
始
め
た「
め
ん
羊
ク
ラ
フ

ト
体
験
」
の
指
導
に
焼
尻
島
へ
出

か
け
、島
の
観
光
に
も
一
役
。

　
「　

年
前
、
焼
尻
め
ん
羊
の
刈

16
り
取
ら
れ
た
毛
が
捨
て
ら
れ
て
る

と
聞
い
て
、
も
っ
た
い
な
い
っ
て

い
う
気
持
ち
か
ら
始
め
た
ん
で
す
。

バ
ラ
園
の
バ
ラ
や
羽
幌
の
草
木
、

せ
っ
か
く
い
い
材
料
が
あ
る
ん
だ

か
ら
、眠
ら
せ
て
お
く
の
は
も
っ
た

い
っ
て
、最
初
は
軽
い
気
持
ち
で

し
た
。で
も
、一
度
は
じ
め
た
ら
、

と
こ
と
ん
や
る
ほ
う
な
ん
で
す
ね

私
。今
は
、地
元
の
素
材
に
こ
だ
わ

る
こ
と
で
、ま
ち
づ
く
り
に
役
立

ち
た
い
っ
て
気
持
ち
が
大
き
い
」

　
「
紡
ぎ
や
ク
ラ
フ
ト
手
芸
の
体

験
は
町
外
か
ら
の
申
し
込
み
も
増

え
て
う
れ
し
い
ん
で
す
が
、
町
内

で
興
味
の
あ
る
方
が
い
た
ら
是
非

仲
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
や

り
た
い
こ
と
、
ま
だ
ま
だ
い
ろ
い

ろ
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
夢
い
っ
ぱ

い
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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広
報
が
届
い
た
ら
、
み
な
さ
ん
は

ど
こ
か
ら
ご
覧
に
な
り
ま
す
か
。
こ

の
裏
面
の
「
人
の
う
ご
き
」
や
「
人

口
と
世
帯
数
」
を
毎
月
必
ず
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
と
い
う
方
が
意
外
と
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

広
報
に
掲
載
の
人
口
は
住
民
基
本

台
帳
の
人
口
で
す
が
、
先
日
発
表
さ

れ
た
昨
年
の
国
勢
調
査
の
確
定
数
値

で
は
羽
幌
の
人
口
は
７
、９
６
４
人
。

広
報
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
速
報

数
値
よ
り
若
干
多
い
の
で
す
が
８
千

人
を
割
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
人
口
は
、
国
連
の
推
計
で

　

月　

日
に　

億
人
に
達
し
ま
し
た
。

１０

３１

７０

　

日
に
誕
生
し
た
赤
ち
ゃ
ん
全
員
が

31
　

億
人
目
の
赤
ち
ゃ
ん
の
一
人
に
認

70定
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
世
界
人
口
は

増
え
続
け
て
い
て
、
様
々
な
課
題
を

地
球
規
模
に
投
げ
か
け
て
い
ま
す
が
、

未
来
の
た
め
に
支
え
あ
え
る
社
会

で
あ
り
た
い
も
の
で
す
ね
。（
Ｍ
）
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